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Abstract The effects of temperature and photoperiod on ovarian development of Narathura baza- 
lus were examined under some different photoperiodic conditions. The rate of females with a ma- 
ture ovary at 20°C under 12L-12D, 13L-11D,14L-10D and 15L-9D were 7.7, 56.0, 30.0, and 
65.4%, respectively, and those at 25°C under 12L-12D, 13L-11D, 14L-10D and 15L-9D were 40.0, 
58.8, 72.0, and 78.0%, respectively. It is considered that temperature and photoperiod have an 
effect on ovarian development of this species, and that the lower the temperature and the shorter the 
photoperiods, the lower the rate of females with a mature ovary. However, since the photoperiodic 
reaction was continuous, it is shown that there were females with a mature ovary and with an im- 
mature ovary under any conditions from summer to autumn. 
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ムラ サキ ツバ メ Narathura bazalus (Hewitson) は , 幼虫 が ブナ 科 (Fagaceae) の マテ バシ イ Lithocarpus 
edulis と シリ ブ カ ガ シ L. glabra の 新 葉 を 摂 食 し て 成長 する 多 化 性 の シジミ チョ ウ で ある (福田 ら , 
1984). 本 種 は , わが 国 で は 本 州 , 四国 , 九州 , 南西 諸島 に 分 布 し , 従来 東日本 に は 記録 が な か っ た (福田 
D, 1984). し か し , 1990 年 代 後半 か ら 数 年 の 間 に 関 東 地方 及び その 周辺 の 各 都 県 で 本 種 の 発生 が 多数 
報告 され , 急速 に その 分 布 を 拡大 きせ た こと が 明らか に な っ た (井上 ・ 小 山 , 2003)**. 関東 地方 各地 
で は , 本 種 は 初 記録 され た 年 か ら 継続 し て 発生 し て いる 場合 が 多く, 現在 の 段階 で は 越冬 し て 世代 を 繰 
り 返 し て いる と 考え られ る (高桑 , 2001). し か し , 侵入 直後 の 関東 地方 に お ける , 本 種 の 年 間 世 代数 や , 
休 有 眠 性 な ど 基 本 的 な 生活 史 を 詳細 に 調査 し た 報告 は 少な か っ た (小山 ・ 井 上 , 2004). 


温 常 に 生息 する 多く の 昆虫 が 日 長 に 反応 し て 休眠 に 入る (例え ば , Tauber et al., 1986; Danks, 1987). 多 
く の チ ョ ウ で も , 休眠 に つい て の 兆 周 反応 や 季節 型 の 環境 支配 が 知ら れ て いる (正木 ・ 矢 田 , 1988). A 
ラサ キツ バ メ は 多 化 性 で , 成虫 で 越冬 する こと が 知ら れ て いる が (福田 ら , 1984), 近年 , 冬季 に 野外 で 生 
きた 遇 が 採集 され た 例 が 報告 され た (井上 ・ 佐 藤 , 2001). アメ リカ シロ ヒト リ Hyphantria cunea (Drury) 
で は , 日 本 へ 侵入 後 , 一 部 の 地域 で 発育 特性 や 休眠 反応 に 変化 が 生じ た と 考え られ て いる (Gomi and 
Takeda, 1990, 1991; 五味 , 1993). 新しい 地域 に 侵入 し て きた 昆虫 に つい て , 侵入 直後 の 発育 ・ 休 眠 特 


* 現住 所 : 135-0064 東京 都 江東 区 青海 2-$6 横浜 植物 防疫 所 東京 支所 . 
Present address: Yokohama Plant Protection Station, Tokyo Sub-station, 2-56 Aomi Koto-ku, 
Tokyo, 135-0064 Japan. 

** 本 稿 受理 後に , 以下 の 論文 が 印刷 に な っ た . 
井上 大 成 ,2005. ムラ サキ ツバ メ の 茨城 県 に お ける 分 布 拡大 . 蝶 と 賊 56: 287-296. 
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性 を 明らか に し て お く こ と は , その 地域 で の 発生 経過 の 推定 の みな ら ず , 今後 の 定着 可能 地域 の 推定 や , 
定着 後 ある 程度 年 月 を 経過 し た 後 の 比較 材料 と し て も 重要 な 意義 を 持っ て いる と 思わ れる . 


筆者 ら は , ムラ サキ ツバ メ の 現 段 階 で の 定着 北限 に 近い と 考え られ る 関東 地方 北部 を 中 心 に , 本 種 の 生 
活 史 と その 調節 機構 を 解明 する た め の 詩 査 ・ 実 験 を 行っ て いる . 小山 ・ 井 上 (2004) は , 茨城 県 つく ば 
市 の 野外 に お ける 卵 , 幼虫 , 成虫 の 個体 数 調査 を 行い , 同市 で は 本 種 の 年 間 世 代数 は 部 分 4 化 で ある こ 
と を 明らか に し た . また , 井上 ・ 小 山 (2003) で は , 茨城 県 南部 で 採集 し た 卵 , 幼虫 , 踊 を 様々 な 温度 ・ 日 
長 条 件 下 で 飼育 し , 発育 窪 点 と 有効 積算 温 量 な どの 発育 特性 に 関す る 知見 が 得 ら れ た . し か し な が ら , 
本 種 の 越冬 休眠 の 機構 調節 は 明らか で は な い . 


今回 , 本 種 の 卵巣 発育 に 及ぼ す 温 度 ・ 日 長 の 影響 に つい て ある 程度 明らか に する こと が で きた の で 
本 報 で は その 結果 を 報告 する . 


材料 お よび 方 法 


まず 雌 成虫 が , 羽化 後 何 日 目 に 卵巣 を 発育 きせ る の か を 明らか に する た め , 以下 の よう な 実験 を 行っ た . 
供 試 虫 は , 2002 年 6-9 月 に 茨城 県 つく ば 市 及び 栃木 県 宇都 宮 市 の マテ バシ イ 植 栽 地 で 採集 し た 卵 , ま 
た は 雌 成 昌 か ら 産 まれ た 卵 か ら 得 た . MELE è, 20°C, 25*C の 恒温 条件 の 下 , 異な る 2 つの 日 長 条 
件 12L-12D ( 短 日 条件 ) また は 15L-9D ( 長 日 条件 ) で 羽化 する まで 飼育 し た . 幼虫 は , 個体 別に 200 m7 の 
プラ スチ ッ ク カ ッ プ で マテ バシ イ の 新 葉 を 与え て 飼育 した. それぞれ の 処理 区 に お いて , 羽化 し た 成虫 
か ら 羽 化 直後 , 飼育 $ 日 目 , 10 日 目 に それ ぞ れ 20-25 匹 ず つ サ ンプ リン グ し , すぐ に 冷凍 庫 に 入れ , 解剖 
する まで の 間 保 存 し た . 成虫 は 1.000 m7 の プラ スチ ッ ク カ ッ プ で 3-5% の ショ 糖 水溶 液 を 与え て 飼育 し 
た . 冷凍 後 約 2 週間 以内 に 雌 の 腹部 を 解剖 し , 卵巣 小 管内 に 0.3 mm 以上 の 緑色 の 卵 母 細胞 を 有 し て い 
る 個体 を 卵巣 成 熱 個体 , 有 し て いな い 個 体 を 卵巣 未成 熟 個体 と みな し た . 卵巣 成熟 個体 に つい て は , 
有 し て いた 卵 母 細胞 の 数 を 数 えた . 


卵巣 発育 に 及ぼ す 日 長 の 影響 を 明らか に する た め , 上 記 の 実験 に 加え て , 20°C と 2S*C の 恒温 条件 の 
$ と , 13L-11D と 14L-10D の 2 つの 日 長 条 件 で 映 化 し た 幼虫 を 羽化 後 10 日 目 ま で 飼育 する 実験 を 行っ 
た . 飼育 終了 後 , 雌 成 虫 の 腹部 を 解剖 し , 卵巣 成熟 個体 と 卵巣 未成 熱 個体 に 分 け , 卵巣 成熟 率 を 計算 し 
Te. 

野外 に お いて 雌 成虫 が どの 時 期 ま で 産卵 し て いる の か を 明らか に する た め , 2003 年 に 野外 で 採集 し 
た 雌 成虫 を 実験 室内 で 飼育 し , 産卵 する か どう か を 観察 し た . 飼育 に は , 円 柱 形 の 吹流し (直径 30 cm, 
高き 35 cm) を 使用 し , 餅 と し て 3-5% の ショ 本 水溶 洪 を 与え た . 室 内 は 概ね 長 日 条件 に 保 た れ , 温度 は 
20-28*C の 間 で あっ た . 


結 果 


羽化 直後 の 雌 成 虫 は すべ て 卵 母 細胞 を 有 し て いな か っ た . 羽化 後 5 日 目 の 卵 巣 成熟 率 は 1SL-9D の 
25°C, 20°C, 12L-12D A 25°C, 207C で それ ぞ れ 90.0%, 9.5%, 40.0%, 0.0% で あっ た . 羽化 後 10 日 目 の 卵 巣 


Table 1. Percentages of females with mature ovaries at 0, 5 and 10days after 
adult emergence under various photoperiodic and temperature conditions 


% females with a mature ovaries (N) 


Photoperiod Temperature Days after adult emergence 
0 5 10 
13L-11D 20°C = = a 
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Table 2. Average number of mature eggs or vitellogenic oocytes kept by females reared under 
various photoperiodic and temperature conditions. 





Average number of mature eggs or vitellogenic oocytes 
(min.-max., N) 


Photoperiod T t 
otoperio emperature Days after adult emergence 











0 5 10 
1SL-9D 25°C 0.0 21.3 (3-39, 18) 20.2 (5-65, 18) 
20°C 0.0 9.0 (3-15, 2) 18.8 (2-47, 17) 
25°C 0.0 5.4 (2-13, 8) 5.9 (1-15, 10) 
VAD 20°C 0.0 0.0 1.0 (1-1, 2) 
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Fig. 1. The rate of females with mature ovaries in the northern Kanto population of Narathura 
bazalus under various photoperiodic and temperature conditions. Immatures (egg, larval 
and pupal stages) and female adults were kept under the same condition until 10th day after 
adult emergence, and thereafter adults were dissected. 


成熟 率 は , それ ぞ れ 78.0%, 65.4%, 40.0%, 7.7% で あっ た ( 表 1). 長 日 (15L-9D)・25*C, 及び 短 日 (12L- 
12D)・25*C の 条件 下 で は , 羽化 後 $ 日 目 と 10 日 目 の そ れ ぞ れ の 間 の 卵巣 成 部 率 は , 有意 に 異な ら な か 
っ た ( 長 日 ・25*C: P=0.798, 短 日 ・25*C: P=1.0, y RE). し か し な が ら , 長 日 (15L-9D)・20*C の 条件 下 で 
は , 羽化 後 S 日 目 と 10 日 目 の 間 の 成熟 率 は , 有意 に 異な っ た ( 長 日 ・25*C: P<0.001, y’ IRE). 


卵巣 を 成 執 させ た 雌 成虫 の 卵 母 細胞 数 の 平均 値 を 表 2 に 示し た . 25°C では, 羽化 後 $ 日 目 と 10 日 目 に 
お ける 平均 卵 母 細胞 数 は 長 日 (15L-9D), 短 日 (12L-12D) 条件 下 と も ほとん ど 変 わら な か っ た . これ に 対 
し て 長 日 (15L-9D)・20*C の 条件 下 の 羽 化 後 10 日 目 の 平均 蔵 卵 数 は , 羽化 後 $ 日 目 の そ れ よ り 多 い 傾 向 
が あっ た . 


20°C E £ U25°C の , 12L-12D か ら 15L-9D まで の 異な る 日 長 条 件 下 に お ける , 羽化 後 10 日 目 の 卵 巣 成 
熟 率 を プロ ッ ト し た 有 曲線 を 図 1 に 示し た . 12L-12D と 14L-10D で は 20°C と 25°C COHN BMA ICA 
意 差 が あっ た が (12L-12D: P<0.05, 14L-10D: P<0.01, y* 検 定 ), 13L-11D と 15L-9D で は 温度 に よっ て 卵 
巣 成熟 率 に 差 は な か っ た . 


20°C Cid, 12L-12D と 15L-9D, 12L-12D と 13L-11D, お よび 14L-10D と 15L-9D DHONA RAR Ii 
有意 差 が 認め られ た が (P<0.001, P<0.001, P<0.05, y IRE), その 他 の 日 長 条件 下 の 卵 巣 成熟 率 に は 差 
は 認め られ な か っ た . また 25°C の 条件 下 の そ れ ぞ れ の 日 長 条 件 下 の 卵 巣 成就 率 の 間 に 有 意 差 が あっ 
た の は , 12L-12D と 14L-10D お よび 12L-12D と 15L-9D の 間 だ け で あっ た (P<0.05, P<0.001, y* 検 定 ). 


6 月 下旬 か ら 10 月 上 旬 ま で に 野外 で 採集 され た すべ て の 雌 成虫 は , 採集 後 10 日 以内 に 産卵 し た ( 表 
3). 10 月 4 日 , $ 日 に 採集 され た 雌 成虫 か ら 産 まれ た 卵 は 肝 化 し な か っ た . 7 月 2 日 に 採集 され た 睦 成 
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Table 3. Number of eggs laid by N. bazalus females collected in the field in 
2003. 
Individual Date of Total number of Survival No. of eggs 

no. capture death eggs laid period (days) laid/day 

1 30-Jun 9-Aug 309 40 7.7 

2 2-Jul 6-Aug 440 35 12.6 

3 2-Jul 26-Jul 209 24 8.7 

4 4-Jul 11-Jul 95 7 13.6 

5 3-Jul 6-Aug 256 32 8.0 

6 5-Jul 23-Jul 235 18 13.1 

7 22-Aug 18-Oct 106 58 1.8 

8 25-Aug 16-Sep 314 22 14.3 

9 25-Aug 15-Sep 4 21 0.2 

10 3-Sep 5-Oct 146 33 4.4 

11 6-Sep 11-Oct 96 36 2.7 

12 27-Sep 17-Oct 110 30 3.7 

13 28-Sep 31-Oct 136 33 4.1 
14 4-Oct 17-Oct 51 13 3.9 

15 5-Oct_23-Oct 20 18 1.1 


虫 は , 採集 され た 日 か ら 死 亡 す る まで に 440 個 も の 卵 を 産ん だ . ま た .,8 月 22 日 に 採集 され た 雌 成虫 は , 
採集 され た 日 か ら 38 日 間 生 存 し 続け た . 総 産卵 数 は 4-440 個 で , 生存 日 数 は 7-38 日 間 だ っ た . また 一 日 
あたり の 産卵 数 は , 0.2-14.3 個 で , 採集 日 が 遅れ る ほど 減少 し た . 


考 g 


13L-11D お よび 15L-9D の 条件 下 に お いて , 20°C と 25°C の 卵巣 成熟 率 に は 有意 差 が な か っ た も の の , 
12L-12D か ら 15L-9D の すべ て の 日 長 条 件 下 に お いて , 20'*C で の 卵巣 成熟 率 は , 25?C で の それ より も 
低く な っ た ( 図 1). ま た ,25*C で は , 明 期 が 長く な る ほど 卵巣 成熟 率 は 上 昇 し た .20'C で は , 13L-11D よ 
り 14L-10D 条件 下 で の 卵巣 成熟 率 の 方 が 高かっ た も の の , 全体 的 に は 25*C と 同様 の 傾向 を 示し た . こ 
れ ら の 結果 か ら , 本 種 の 卵巣 の 発育 に は 日 長 と 温度 が 影響 し , 日 長 が 短 日 に な る ほど , また 温度 が 低 
い 方 が 卵巣 を 発育 きせ に くく な る と 考え ん られる. ムラ サキ ツバ メ の 夏 か ら 秋 の 世代 で は 世代 が 進む に 
つれ て 卵巣 成熟 率 が 低く な っ て いく と 考え られ る . た だ し , 幼虫 か ら 成 虫 の どの ステ ー ジ で 日 長 や 温度 
を 感受 し て 卵巣 発育 を 促進 (抑制 ) きせ て いる か は , 今回 の 実験 で は 明らか に する こと が で き な か っ 
た .12L・20'*C で は 卵巣 成熟 率 が 0% に 近かっ た の で , 晩秋 に 羽化 する 最後 の 世代 (関東 北部 で は 第 4 世 
AR; 井上 ・ 小 山 2004) は ほぼ すべ て が 卵巣 発育 を 停止 する だ ろう . し か し な が ら , 本 種 の 卵巣 発育 に 
お ける 光 周 反応 は ., チョ ウ 類 を は じ め と する 他 の 多く の 昆虫 の 休眠 で 見 ちら れる よう な 関 値 的 な 反応 
( 不 連続 的 な 反応 ) で は な か っ た . 今回 の 実験 で み ら れ た 卵巣 発育 の 抑制 が , 成虫 休眠 で ある か どう か に 
は 今後 さら に 検討 を 要する . し か し , 本 種 が 短 日 に 反応 し て 卵巣 発育 を 抑制 し て 越冬 休 眠 し て いる 可能 
性 は 高い . 越冬 休眠 に お ける 休眠 誘導 の 光 周 反応 は , 臨界 日 長 (実験 集団 の 50% が 休眠 に 入る 日 長 ) よ 
り 長 日 で 飼育 すれ ば 休眠 に 入ら ず , その 光 周 期 よ り 短 日 で 飼育 すれ ば 休眠 に 入る と いう , 二 者 択 一 的 な 
反応 ( 不 連続 的 な 反応 ) で ある が (沼田 , 1993: 石原 , 2002), 本 種 の 卵巣 発育 に お ける 光 周 反応 は 連続 的 
で あり , 明確 な 了 臨界 日 長 も 見 られ な か っ た ( 図 1. これ まで に 知ら れ て いる 連続 的 な 光 周 反応 の 形質 
の 例 に は , ホソ へ リカ メ ム シ Riptortus clavatus Thunberg の 成虫 の 体 色 (Kobayashi and Numata, 1993), ウ 
スバ ツバ メ Elcysma westwoodii (Vollenhoven) の 疲 に お ける 夏 休 眠 期間 (Gomi & Takeda, 1992) や , オオ 
モン シロ チョ ウ Pieris brassicae (Linnaeus) に お ける 日 長 の 変化 ( 短 日 一 長 日 また は 長 日 一 短 日 ) に 対す 
る 休眠 の 誘導 (Spieth & Sauer, 1991) な ど が ある . 


Nakamura and Numata (1999) は , アカ スジ カメ ムシ Graphosoma rubrolineatum (Westwood) の 成虫 休眠 
誘導 に 及ぼ す 温 度 と 日 長 の 効果 を 調べ た . その 結果 , 大 阪 個体 群 で は 発育 に 適し た 条件 下 に お いて も 休 
眠 に 入る 個体 が 多かっ た こと か ら , 大 阪 で は 寄主 で ある セリ 科 植 物 が 限ら れ た 時 期 に し か 種子 を つけ 
な いた め に 一 部 の 個体 だ けが 生殖 活動 を 行い , 大 部 分 は 温度 ・ 日 長 に か か わり な く 休 眠 す る こと を 
示唆 し た . 今回 の ムラ サキ ツバ メ の 実験 に お いて , 夏 の 条件 に あたる 高温 ・ 長 日 で も 卵 築 を 発育 きせ な 
い 個 体 が 20% 程 度 い た こと は , 餅 資 源 の 時 期 が 限ら れ て いる と いう より も 。, 幼虫 の 餌 と な る ラマ ス ・ 
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シュ ー ト が 予測 し に くい 資源 で あり , 秋 に 萌芽 し な い 場 合 の 危険 回 避 で あろ う . 福田 ら (1984) は 南 九州 
で は 越冬 に 入る 成虫 は 4 回 目 (9 月 下旬 より 出現 ) ZEK, 3 回目 (8 月 に 出現 ) ある い は 3$ 回 目 の も の 
が 含ま れる 可能 性 が ある と し て いる . 本 研究 の 結果 は , 夏 か ら 秋 の いずれ の 条件 で も 卵巣 を 発育 きせ る 
個体 と 卵巣 を 発育 させ な い (おそ らく 卵巣 発育 を 抑制 し て 越冬 休眠 に 入る ) 個体 が 存在 する こと を 示し 
て お り , この 福田 ら (1984) の 予想 を 裏付け て いる . 今後 も 卵巣 発育 に 及ぼ す 温 度 , 日 長 の 影響 に 加え て , 
日 長 感 受 期 , 耐寒 性 や 発育 特性 な ど に つい て 幅広 く 明 ら か に し て いく 必要 が ある . また , いっ た ん 産 
卵 し た 雌 成 虫 が 越冬 し , 絆 春 に も 産卵 で きる の か どう か を 調べ る こと も 重要 で ある . さら に , 新しく 
侵 人 し た 地域 の 季節 に 対す る 適応 様式 を 明らか に する た め に , 今回 の よう な 調査 ・ 実 験 を . ムラ サキ ツ 
バ メ の 本 来 の 分 布地 で あっ た 西日本 に お いて も 行う 必要 が ある . 


摘 要 


ムラ サキ ツバ メ の 久 ぞ 巣 発育 に 及ぼ す 温 度 ・ 日 長 の 影響 を 明らか に する た め , 20°C, 25°C の 恒温 条件 の 
T, 異な る 4 つの 日 長 条 件 で 飼育 し た . 20°C 条件 下 で の 羽化 後 10 日 目 の 卵巣 成 熱 率 は , 15L-9D, 14L- 
10D, 13L-11D, 12L-12D で それ ぞ れ 65.4, 30.0, 56.0, 7.7% で あっ た . また , 25C 条件 下 で の 卵巣 成熟 率 は , 
同様 に それ ぞ れ 78.0, 72.0, 58.8, 40.0% で あっ た . これ ら の こと か ら , 本 種 の 卵巣 発育 に は 日 長 と 温度 が 
影響 し , 日 長 が 短 日 に な る ほど , また 温度 の 低い 方 が 卵巣 を 発育 させ に くく な る と 考え ん られる. し か 
し , 卵巣 成 熱 率 は 連続 的 で あっ た こと か ら , 夏 か ら 秋 の いずれ の 条件 で も 卵巣 を 発育 きせ る 個体 と 休眠 
する 個体 が 存在 する と 考え られ る . 
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Summary 


The effects of temperature and photoperiod on ovarian development of Narathura bazalus were examined at 
20°C and 25°C under four different photoperiodic conditions. On the 10th day after adult emergence, the rate 
of females with a mature ovary at 20°C under 12L-12D, 13L-11D, 14L-10D and 15L-9D were 7.7, 56.0, 30.0, 
and 65.4%, respectively, and those at 25°C under 12L-12D, 13L-11D, 14L-10D and 15L-9D were 40.0, 58.8, 
72.0, and 78.0%, respectively. It is considered that temperature and photoperiod have an effect on ovarian de- 
velopment of this species, and that the lower the temperature and the shorter the photoperiods, the lower the 
rate of females with a mature ovary. However, since the photoperiodic reaction was continuous, it is shown 
that there were females with a mature ovary and with an immature ovary under any conditions from summer 
to autumn. Low temperature and short photoperiod in autumn may induce control of ovarian development of 
N. bazalus, but, since some adults stopped ovarian development even under the typical long day conditions 
(15L-9D), control of ovarian development may occur even in the summer generations. 
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